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北海道立地下資源調査所広報紙   

昨年夏から顕著な温度上昇   、十勝岳火山活動の観測記録【  

旭川地方気象台ほ，5月29日午前10時ごろ十勝岳62Ⅰ火口  

から熱泥水の噴出を観測，29日と30日にほ臨時火山情報1号と  

2号を発表しました。当調査所ほ，昭和44年10月から現在まて  

15年以上にわたり62火口の地温の連続観測を実施し最近ほ地  

震観測も実施Lており，活動状況の把握につとめてきています。  

昨年7月，2000Cを越えた火口温度  

62Ⅰ火口ほ昭和37年6月の噴火活動で形成された4つの火口  

のなかの1って，噴煙をあげている62Ⅰ‡火口のすく・－西側にあり  

ます。これまてて観測によれこよこ下図），62Ⅰ火口でほ昭和58  

年の2月と5月に微小地震が多発したあと，7月iこほ火口西縁の  

測点の地温が急激に上昇，12月には噴気量が増大Lています。  

また，昨年7月からほ火口東壁の測点の地温が2000cを越えるな  

ど顕著な温度上昇がみられたため，当調査所でも今年の火山活  

動の推移に注目をLていたところです。   

5月29日から6月8日までの現地調査では，火口東壁の5条  

町亀裂の上端に直径約10、15mの新噴気孔が形成されこ写真〕，  

水蒸気や青白い火山ガスとともに火山灰や軽石を3～5mの高ぎ  

に噴き上げで、＼ました。5月31日には噴気孔の大きさが前日よ  

り拡大L′，噴気畳も増大LノまLた。その後，噴出活動はしだい  

に衰え，6月6日には水蒸気と青白い火山ガスの噴出が認められ  

るだけになりました。   

また，当調査所の火口付近の地震観測記録によれほ，熱泥水  

の噴出に先行し′て62火口周辺で発生Lたと見られる顔小地震が，  

5月6～10日と5月23～26日にほ1日数100回も観測されまし 

た。とくに，5月28日16時14分ごろからは新噴気孔の開孔を  

示すような連続微動‘が観測されました。   

十勝岳の大正13年と昭和37年の噴火活動の経過からみて，  

火口付近の微小地震ほ多発L′たものの，有感地震を含む大きな  

火山性地震が発生Lていないことから，今回の熱泥水の噴出が  

ただちiこ大噴火に結びつくとは考えられません。しかL，前2回  
よう、ううバおう  

の噴火の際にほ前ぶれとL／て新噴気孔の出現，溶融硫黄の流出  

や硫黄生産量の増大といった表面活動の活発化が認められたこ  

とから，昭和58年7月からの一連の表面活動ほ長期的にみて噴  

火活動の前兆現象の可能性があります。  

新火口（1）と噴出した熟泥水（2）  

長周期活動の解明は長期観測から  

現在は，火山噴火に対する防災計向の策定が進めらかている  

とともに，噴火予知の研究がすすみ，ある程度の予知をするこ   

とが可能になりました。十勝岳をはじめ駒ヶ岳，有珠山，樗前  

山や雌阿寒岳では気象庁や大学などにより常時観測がおこなわ  

れています。当調査所でも，十蹄岳のほか昭和58～59年には恵  

山の地温・地震の連続観測を実施L，60年安からほ雌阿寒岳の  

観測も開始しています。火山の長期活動などに関する調査・研  

究ほ，このように中央省庁と地元関係機関とが連携Lて地道な  

観測を継続することこそ今後とも重要と言えるでしょう。   

なお，十曙岳の昨年の観測記録の詳細は地下資源調査所報告  

第57号〔9月刊行予定）にて印刷∵公表します。   
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ビデオがとらえた地すべりの動き   

6月18日午後3時頃，道東の白糠町で地すべりが発生しまL  

た。幸い住宅等に被害ほ及びませんでLたが，地すべりによる  

土砂の崩れ落ちる様子が全国に放映されまLた。   

地すべウの発生地点は，白糠町の中心部から約30km北北西  

の旧国鉄白糠線の終点近くです。茶路川の支流に面Lた高さ  
こうはいさノ〉ぶくしやめ′ 

50～60mの崖の後背山腹斜面が幅約250m，奥行約250mにわ  

たり，20～30m押し出し，その一部は幅約150mにわたって数  

万m3の土砂が崖下の川に崩れ落ちました〔写真〕。付近の住民  

の話でほ，今年の5月頃から崖の表面の土が例年になく頻繁に  

崩れ落ちるようになっていたのカ＼6月17日から18日に激しく  

なり，18日午後2時半過ぎから付近で酪農業を営む岩渕猛氏が  

ビテオ撮影を開始Lたということです。始め崖の上半部から乾  

燥Lた土砂がサラサラと崩れ落ち，約20分後それが急に激しく  
ほうら＼  

なった直後，崖の上部が滝のように崩落する状況が録画されて  

います。そして現地調査によって，崖の後背斜面には落差1～3  

一白糠町上茶路地すべり現地調査速報Ⅳ   

mの亀裂が多数発生L，さらに地すべり頭部にほ高さ10～20m  
かイブちく∴がt  

の漁落崖が形成されていることが確認されました。   

ビデオに撮影された貴重な地すべりの動きを分析L，現地で  
かつとう  

の詳しい調査結果と合わせて，この地すべりの深度，滑動の方  

向と速さ，発生の誘因等がこれまでより一歩進んで解明できそ   

うです。  

多様な市町村ニーズ ー59年度受託調査・技術普及指導調査   

当所てほ地域産業振興，住民の生活環境向上のため，地質や  

地下資源全般について，主に道内地方自治体，一部民間等から  

の依頼による受託調査，技術普及指導調査を実施しています。   

59年度の受託調査の実施状況ほ表のとおりです。   

59年度の技術普及指導調査ほ27件で，これらを対象別に分類  

すると，エネルギー資源9件，鉱物資源（骨材を含む）8件，水  

資源8件，一般地質・土木地質2件となっています。また，依  

頼者別でほ市町村20件，その他7件です。   

60年度ほ，下川町・瀬棚町・歌登町・帯広市の温泉探査，美   

唄市・大野町の地下水調査など10件の受託調査を予定Lていま  

す。また，技術普及指導調査ほ6月現在で10件の依頼を受けて  

います。  

依板者  調査地域  対  象   調 査 方 法   

虻田町  

／′  ／′  ／′  重力探査   深部における温泉開発の可儲性についての検討  

北桧山町   ／′  重力探査   高温地熱水賦存地域の推定   

／／  地表地質構造調査   調査結果にもとづく温泉ポーニノンブで50シC，70ゼ′∴分の温ムii勇出に成功   

豊浦町  町 全 域  重力探査   温泉開発叶能地域の選定評価   

遠別町   旭  天然ガス   天然ガス孔井からのガス量，水量，水質観測   

遠軽町  町 西 部  温泉  地質構造の解明による温泉開発の可能性検討   

熊石町   平  ／′  電気探査，地温調査   海岸地域における高温東関発の適地選定   

赤井川村   
松前町  大   沢  ∃〝   地下浅郭における地熱水昧存状況の推定   電気採否  

壮瞥町滝之町地区にも温泉が／】59年度壮瞥町試すい探査事業－   

ようとう の結果，坑底温度ほ103．3℃に達しました。また，揚湯試験によっ  

て，動水位を220mまで下げると温度70℃の高温泉が100り分  

湧出することが判明しまLた。泉質名は，ナトリウム炭酸水  

素塩・塩化物泉（低張性中性高温泉〕です。場所が町営団地に  

近く，また壮瞥高校も近接していることから，町でほいろいろ  

と有効利用について検討中です。  

ニュースNo．1で報告された浜益村の試すい探査にひき続き，  

同じ59年度地下資源調査所試すい探査事業の2木目として壮瞥  

町において地熱試すい調査が実施されました。この調査ほ，町  

はし〕たい 役場所在地である滝之町地区における地熱資源の胚胎状況を明  

らかにし，併せて地質構造を解明する目的で実施されました。   

調査期間ほ，昭和59年10月12日より昭和60年2月28日ま  

でに延116日間を費し，深度1，000mまで掘さくLました。こ  
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地すべり多発地帯を訪ねて  

海外研修だより（その3）地質調査部 山 岸 宏 光  

11月下旬にほ，南カリフオルニヤのロサンゼルスに入り，サ  

ンタモニカ山地，マリブ海岸 ，ソングート峡谷などの地すべり  

を見学Lました。南カリフオノンニヤの気候ほ温暖でチ アメリカ  

人あこがれの地です。その・一つマリブ海岸も美しいところです   

が，実ほ典型的な地すべり多発地帯で，種々のタイプの地すべ  
かつらく  

りがみられます。最近でも，1983年夏にほ5m位の落差の滑落  
11， 

崖があらわれ 住宅や道路が破壊されまLた〔写真）。この地域  
ち住うLんせい  

の岩盤は主とLて中新世の砂岩・泥岩ですが，大きな断層によっ  

ていちじるし∴破砕され，地すべり・崩壊が発生Lやすくなっ  

ています。また，300戸の住宅が立ち並ぷ古い地すべり地の一つ，  

ビッグロックメサ地区でほ，毎日1，200k〔の水が地下に排水さ  

れ，地すべり地内の水位がとがったために，旧滑落崖の位置に  

新たな滑落崖があらわれました。   

さて，11月末にほ，ロスアンゼノンスを後にLてニューノーラ  

ントレニ入りまtノた。ニューーノーランドニま，日本から9，0（〕Okmと  

いう遠い国てすが，北島は緑が多く，形や地質が北海道とよく  

似ています。  

ナーークランド大学のバランス教授の案内で，ワイタケレ山地  

の地質を見学し，また，ウェリントンのと、／クトリヤ大学で開か  

れたニューJニーランド地質学会に出席し，北海道の地質を紹介  

し，多√二の研究者と討論することができまし／た。その会議の前  

後に催さわた見学会にも参加し ロトノン7。／タウポ火山地帯と，  

ウェリン トン市の環境地質問題をみせてもら1）、まし／た。首都ウ  

ェリントンは断層でできた谷に位置しノており，一級の活断層の  

近くに建設中の給水ダム問題など．主として地震対策が主要な  

課題となっています。  

カナダ，7メリカ，ニュージーランドの3カ国のいくつかの  

調査所をまわっての印象ほ，それぞれの機関が一般の人ノ々への  

普及に力を入れ，各種の標本・地図の展示をにじめ，地質囲も  

多く出版Lています。そL′て，それらほ誰でも窓口で直接買う  

ことができます。また，どこの調査所の研究員も，1人ひとりが  

研究室を有し，個性を大切にされていることが共通Lています。   

今回の研修旅行を通じて，多くの研究者や技術者にお世話に  

なりまLたL，北海道にも来たいという人々が多数おりまLた。  

北海道が一層の国際化をめぎすためにほ，各分野ごとの国際交  

流がもっとひんほんに行われることが望まLく，私も微力なが  

らそのためのお手伝いができれば幸いです。また，この研修で  

得た視野と成果を，地下資源調査所の事業推進や這行政にも大  

いに役立てたいと思っています（完〕。  

開発をすすめで∨、ます。洞爺湖温泉：三，豊富な温泉水が地  

下100mまての浅部で採取できるものの，昨今ほ有珠山噴  

火の影響によると去られる泉温の変動等，泉源状況が不安  

定になっています。 ふ々㍉ このため，本事業は深部の温泉賦存状  

況を調査・開発する目的で実施していせす。予定深度は1，200  

mで，6月に着工L現在順調に掘さくがすすんでい増す。  

★関係出版物のあんない   

●北海道開発計画調査 特定鉱床開発促進調査資粁 松前地  

域  北海道開発局局長官房開発調査課  

57、59／年度にかけて，当調査所が一部委託を受け実施L／  

た松前地域滑石鉱床の総合的調査報告書   

●北海道開発計画調査 熱エネノし辛ー総合利用調査資料 苫  

小牧地区  北海道開発局局長官房開発調査課  

58～59年直にかけて，当調査所が一部委託を受け実施L  

た苫小牧地区深層熱水の調査報告書   

★虻田町での60年度試すい探査事業，6月に着工  

60年度の試すい探査事業は，虻田町洞爺湖温泉で深部の温泉  

『地下資源調査所ニュース』1985年7月20口発行（季刊）   

発行「編集1：北海道立地下資源調査所  

〔広報紙編集委員会（委員長：和田信彦〕］   

〒060 札幌市北区北19条西12丁目TEL（011）7472211   

広報紙に関するお問合せほ，企画広報課1内線411）までお  

寄せ下さい。   
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地域の振興と活性化に貢献 道・地域エネルギー開発振興事業の成果－   

周辺に温泉が全くなく，新たに開発されたところとし′てほ，小  

清水町乙部町，北桧山町など17カ所あり，地域振興に大きく  

貢献しているはかりでなく，北海道の地熱開発や調査の上で貴  

重な資料を提供しています。   

開発さかた温泉ほ，学校，老人ホーム，福祉センターなと、，  

公共施設の暖房・給湯・共同浴場の浴凧 施設園芸用の暖房，  

サケ・マスふ化，温水プーノンなど幅広く利用されていますが，  

地熱・温泉の開発ほ燃料の節約や専業の振興にとどまらす，北  

桧山町や洞爺村でみられるように，温泉関連施設に多くの人々  

が集まることによぅて，雇用機会の拡大や消費・流通の増大な  

ど，いずれも地域の活性化に大きな役割りをほたしています。   

昭和59年産も6カ町村で実施L，蓑のような結果が得られま  

Lたが，これまで温泉のなかった，松前町と豊浦町にも温泉が  

誕生L，今後の開発と有効利用に期待が寄せられています。  

北海道は地域エネルギーの開発利用と地域振興を目的に，昭  

和55年安から市町村振興補助制定の中に新し／いメニュ∽として  

地域エネルギー開発振興事業を加え，毎年約3億円近くの補助  

金を交付して，事業の推進をほかってきています。この事業の  

うち大部分ほ地熱ボーリングとその利用設備の施工が占めてい  

ます。   

当調査所ほ，ニのポーリングや施設の施工について技術上の  

指導を行っているほか，設計や積算，さらにほ利用方法につい  

ても指導や助言を行ってきました。   

補助制度によるポーリングは，昭和55～59年産まての5年間  

に全道36市町村において合計39カ所を掘さくL，総延長ほ  

43，613nlにおよんでいます。   

そのうち利用可能な温泉が湧出Lたのほ32カ所で，82％の成  

功率となっています。成功した32カ所の中で，これぜで，その  

友け名  市町村名  掘さく場所  U 径  計画深度  実掘さく深度  孔底温度  揚湯方法  揚湯水位  揚湯量  泉温  泉  質   利 用 計 画 と   
インチ  ℃  ロ  ∃  

施設園芸ハウス用1  
渡 島  松 前町  大 沢    8－′6け椚4′′   1，150  

桧 山  北桧山町  豊 岡  86－4  】1，200  1，200  84．5  水中ポンプ  185  186  83．7博モ硝食塩泉  n  

後 志  泊  村  茂 岩  86r4  800  1，000  67．0  水中ポンプ  －220  120  41．2  含芭硝石膏泉  国民宿舎暖房 温水プール給湯   

帥．振  豊浦町  礼文華  864  1，200  壷 1，500  54．0  水中ポンプ  200  100  38  単 純 泉  ンジャー施設用として 検討中  釧 路  標茶町  標 茶  86一－4  1，300  1，500  84．0  用く中ポンプ  －120  330  54  食 塩 泉  体育敗特別養護老人ホ【 ム，老人ホーム暖房給湯   
特別養護老人ホーム暖  

網走  0  770  47  単 純 泉   最給湯，融雪   

資源探査や環境評価のベースマップに －地球化学図の試み   

例でほ（右図〕，問寒別地域の東側ほ蛇紋岩地帯で高濃度域となっ  

ているほか，サロペソ原野一帯もやや高濃度の値を示Lます。  

この理由として，蛇紋岩地帯の土砂が天塩川により日本海沿岸  

に運はれ，サロペソ原野に堆積したことが推定されます。また，  

地球化学図とほ，私達の生活基盤である地表の土壌・岩石な  

どに含まれる種々の微量元素の含有量を地図上に表現するもの  

です。これほ，鉱床・地熱などの資源探査や環境問題に7ブロー  

チするときの基本図として有益な情報をもたらすものです。   

例えば資源探査でほ，銅・鉛・亜鉛・銀などの微量元素の濃  

度分布図より，その高濃度域が金属鉱床の精密探査の足がかり  

となります。また，ヒ素・水銀などの濃度分布が∴地熱・温泉  

の有望地域の選定に役立ちます。環境調査においてほ，生態系  

にとって有用な元素と有害な元素の現状の濃度レベルを広域的  

に明らかにすることにより，その後の人為的汚染の有無につい  

て的確に判断することも可能となってきます。当調査所では，  

地球化学図の作成作業を昭和57年度から進めており，現在，宗  

谷・留萌地域の土壌資料400個に含まれる微量元素の濃度測定  

が完了Lています。対象元素ほ12種類で，地点別の各元素濃度  

を色分けした地球化学図を作成中です。この地域の特徴として  

ほ，道北中央部を走る蛇紋岩地帯の土車中の鉄，クロム，ニッ  

ケル，コバルトの濃度が他地域より高いことです。ニッケルの  

ニッケル濃度が低い稚内地   

域と豊富町の東側には稚内  

層・声問層が分布L′，平均  

的濃度を示す豊富町の南側  

にほ勇知層・更別層が分布  

しているように，分布する  

地層と元素濃度の相関も明   

らかになっています。この  

ように，北海道の未利用資  

源の開発と環境把握とに有  

効な地球化学図の作成を目   

ぎしています。  

● 高 濃 空し133ppm以上  
0 そゃ高濃雪ぐ46、133ppm：  

ロ 平均濃隻〔16～46ppm 

ム使 濃 筐「16ppmじ，下 

ニッケルの濃度分布図   
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